
評価 評価 自己評価 改善方策 意見等

4 年度末反省「教員の授業の工夫」等で肯定的評価100％ 4 分かりやすい授業の実践の成功　80％以上

3 年度末反省「教員の授業の工夫」等で肯定的評価80％以下 3 分かりやすい授業の実践の成功　70％以上

2 年度末反省「教員の授業の工夫」等で肯定的評価60％以上 2 分かりやすい授業の実践の成功　60％以上

1 年度末反省「教員の授業の工夫」等で肯定的評価60％未満 1 分かりやすい授業の実践の成功　60％未満

4 不登校対策実施（全学年で完全実施） 4 不登校児童　0人　いじめ対応すべて解決

3 不登校対策実施（時期によって実施） 3 不登校児童　１～5人

2 不登校対策実施（不定期実施） 2 不登校児童　6～9人

1 不登校対策実施（全く実施できず） 1 不登校児童　10人以上

4 教員以外の人材活用（全学年で実施） 4 保護者アンケート　外部人材の活用肯定回答　90％以上

3 教員以外の人材活用（半分以上の学年で実施） 3 保護者アンケート　外部人材の活用肯定回答　80％以上

2 教員以外の人材活用（あまり実施できず） 2 保護者アンケート　外部人材の活用肯定回答　70％以上

1 教員以外の人材活用（全く実施せず） 1 保護者アンケート　外部人材の活用肯定回答　60％未満

4 生活指導上の問題の解決（完全解決） 4 児童からの相談（0～5件）

3 生活指導上の問題の解決（ほぼ解決） 3 児童からの相談（６～10件）

2 生活指導上の問題の解決（半分が解決） 2 児童からの相談（11～19件）

1 生活指導上の問題の解決（ほとんど解決せず） 1 児童からの相談（20件以上）

4 児童が意欲をもって登校（全員） 4 児童アンケートの結果「明るくて楽しい学校生活」（90％以上）

3 児童が意欲をもって登校（ほぼ全員） 3 児童アンケートの結果「明るくて楽しい学校生活」（80％以上）

2 児童が意欲をもって登校（半分） 2 児童アンケートの結果「明るくて楽しい学校生活」（70％以上）

1 児童が意欲をもって登校（半数以下） 1 児童アンケートの結果「明るくて楽しい学校生活」（60％以上）

4 訓練の実施・安全の取組（毎月） 4 校内での事故等が　0～5回

3 訓練の実施・安全の取組（数ヶ月） 3 校内での事故等が　6～10回

2 訓練の実施・安全の取組（年の半分） 2 校内での事故等が　11～20回

1 訓練の実施・安全の取組（ほとんど実施できず） 1 校内での事故等が　21回以上

4 全員が均等に仕事をしている実感をもつ（100％） 4 ストレスチェック値でストレスが多い（0～10％）

3 全員が均等に仕事をしている実感をもつ（80％以上） 3 ストレスチェック値でストレスが多い（11～20％）

2 全員が均等に仕事をしている実感をもつ（60％以上） 2 ストレスチェック値でストレスが多い（21～40％）

1 全員が均等に仕事をしている実感をもつ（60％未満） 1 ストレスチェック値でストレスが多い（41％以上）

4 年三回の実施（完了） 4 アンケート　学校の広報活動　90％以上

3 年三回の実施（完了したが課題残る） 3 アンケート　学校の広報活動　80～89％

2 年三回の実施（課題は山積） 2 アンケート　学校の広報活動　70～79％

1 年三回の実施（できず） 1 アンケート　学校の広報活動　69％以下

4 実施（完了） 4 関係者からの不満　　なし

3 実施（完了したが課題残る） 3 関係者からの不満　　1～5件

2 実施（課題は山積） 2 関係者からの不満　　6～9件

1 実施（できず） 1 関係者からの不満　　10件以上

4 実施（毎月完了） 4 アンケート回答での高評価　90％以上

3 実施（完了したが課題残る） 3 アンケート回答での高評価　80～89％

2 実施（課題は山積） 2 アンケート回答での高評価　70～79％

1 実施（できず） 1 アンケート回答での高評価　69％以下

4 有効に実施（毎月） 4 アンケート回答　地域を生かしている　90％以上

3 有効に実施（時々） 3 アンケート回答　地域を生かしている　80～89％

2 有効に実施（あまり出来ない） 2 アンケート回答　地域を生かしている　70～79％

1 有効に実施（全く出来ない） 1 アンケート回答　地域を生かしている　69％以下

4 明るく登校している（ほぼ全員） 4 アンケート児童　明るく楽しく生活　90％以上

3 明るく登校している（5人程度が休みがち） 3 アンケート児童　明るく楽しく生活　80％以上

2 明るく登校している（10人程度が休みがち） 2 アンケート児童　明るく楽しく生活　70％以上

1 明るく登校している（10に以上がいつも休んでいる） 1 アンケート児童　明るく楽しく生活　60％以上

保護者の評価は86％である。実際はそ
れ以上に地域をフィールドにした学習
を行う音ができた。フットサルやボー
ル運動の外部団体を招いたり、それぞ
れの教科の中で専門性を持った方や、
特別な経験、体験をしている方から直
接話を伺う機会も増やすことができ
た。本校でも重視している「平和教
育」にも力を貸していただいた。

これまで同様に様々な人の力を借りな
がら、児童の健全育成が進められるよ
うに努力をする。低学年においては、
以前に行っていた祖父母も含めた年長
者との交流場面なども復活するように
する。また、引き続き、戦争体験者と
の交流を基盤として、その継承者にな
るという意識をもってかかわることを
進める。なお、これまで行ってきてい
ない地域に多く住む外国人の方々の力
も、様々な教育場面で借りることも考
えていきたい。

B B

〇特別な支援を必要とする児童に
対しての組織的な支援
①特別支援校内委員会を毎月一回
行い、その中で児童の情報を共有
し、適切な対応を考える。
②不登校児童の様子をICT機器類
を生かし把握するほか、担任から
の日常的な声かけで家庭との連携
の下で支えるようにする。
③日常的に補習授業も行い、全て
の児童が分かった上で日々の学習
を進めていくことができるように
する。

項目
学校関係者評価

取組目標 具体的方策 分析 改善方策取組指標 成果指標

・校内委員会を定期的に開き、適
切な対応を進め、外部機関との連
携も図る。
・心の不安定な児童への個別に対
応方法を検討し、児童の居場所づ
くりを進める。
・ふり返りシートを活用し、学習
した内容がその都度定着している
のかを確認し、不十分な場合は、
休憩時関等にもミニ補修などを行
い、児童のつまずきに対応する。

4 3

校内委員会及び不登校対策委
員会を定期的に開き、各児童
への対応方法を個別に考えて
いる。SCやSSWなど、専門的な
見地から助言も受け、ひとり
一人に合わせた対応を考える
ようにしている。定期的な自
宅訪問や保護者面談を密にと
ることで少しでも早く安心し
て過ごすことのできる方法を
個別に用意している。相談体
制についての保護者の評価は
88％である。

体制は整ってきているので、児童それ
ぞれのケースに合わせて対応方法を検
討していく。その方法は現在の形を維
持する。さらに、外部の専門家、教育
委員会内の各担当者とも連携を密に取
るようにする。校内に、一定期間安心
していることのできる空間も準備し、
教室復帰の前のワンステップとなる場
所も設けるようにする。

B B

・基礎・基本を身につけ、さらに
思考力を高める授業づくりを進
め、教員の研修をさらに充実させ
る。
・タブレット端末を児童が考えを
まとめ、深めるための発表用ツー
ルとしても日常的に活用できるよ
うにする。
・補習の年間の実施回数を増やし
内容もさらに充実させる。

〇確かな学力を育てるための、分
かりやすい授業を実施する。
①児童にとって分かる授業を実施
する。
②学習内容に応じてタブレット端
末を活用する。
③補習等で児童のつまずきに迅速
に対応する。

・「問いをもたせる」授業
が良いという評価。
・タブレット活用が定着し
ており、紙とデジタルのバ
ランスを重視してほしい。
・学力向上の難しさや正解
のない学びにどう向き合わ
せるかが課題。
・発問に時間を割くことが
「考える力」につながる。
・字を書く量を増やすこと
も大切。

A
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作成者　校長　向井一郎

学校教育目標

目指す学校像

目指す児童像

目指す教師像

身体も心も健康で、思いやりの心をもち、よく考え学ぶ子供

子供たちの笑顔のために、教職員が互いに磨き合い、チームとして進んでいく学校

夢の実現のために目を輝かせて、進んで取り組むことの出来る児童

児童の夢の実現のために学び合い、努力を続ける教師

A

国語については校内研で、算数につい
ては低学年から行っている少人数指導
の実践で、分かりやすい授業を日々検
討実践するようにしているのでそれを
継続する。さらに、生活科、社会科、
理科などの授業については、児童が主
体的に学びを進めていきたくなる「問
い」をどう抱かせるかという点で、校
内で研修を行い、日々の実践に生かす
ようにする。その中で、タブレット端
末を駆使し、自分の考えをノートに記
すことを確実に行うようにする。

算数では少人数指導を低学年から
進め、すべての児童がわかるよう
な授業づくりを進めている。授業
の工夫についての評価もわかりや
すい授業の実施についても肯定的
な評価は８７％となっている。
タブレット端末の活用と、教科書
とノートを使った授業も全学年で
行えている。タブレット端末を活
用した授業を89％が評価してい
る。
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・重要で難しい課題だが積
極的な取り組みを評価。
・支援が必要な家庭が増え
ており学童等との連携も重
要。
・専門家を交えた支援を期
待。
・「生活指導」等の用語統
一の提案。
・迅速で的確な対応を期
待。

各
教
科
指
導
等

生
活
指
導
等

・外国籍児童への文化理
解を地域と連携して行う
とよい。
・地域愛や郷土の歴史教
育の充実。
・戦争体験の語り手確保
は難しいが工夫して実施
を。
・地元の人材（町会長・
卒業生）活用の提案。
・学校での体験活動の推
進を要望。

〇学校は児童の抱える問題の予防
や、解決に組織的に取り組む。
①情報を全教職員で共有し組織的
に対応する。
②必要に応じて、外部機関との連
携を取り、問題に迅速に対応す
る。

・一つ一つの問題を校内、さらに
外部の関係者と共有して解決に向
けて取り組む。
・情報については毎週の生活指導
連絡会で校内で共有し、皆が同じ
情報をもち同じ目的をもって行動
できるようにする。

2 1

各クラスにおいて、担任はできる限り
子供たちの声に耳を傾けるようにして
いる。また、COCOOやシャボテンログな
どの媒体を使い保護者、児童からの声
を日々聞き取れるようにしている。相
談件数は多いが、解決できる問題は学
級学年の中で解決している。それを超
えた内容は管理職を中心とした組織の
中で対応を進めている。

相談の窓口は現在のものを生かしてい
くが、その相手については、担任以外
の者もかかわることができるようにし
ていく。また解決方法も、校内で相談
内容を共有し、複数の専門家がアドバ
イスをすることができるようにする。
内容によっては、関係諸機関にもつな
げていくようにし、できるだけ早く、
的確なアドバイスを相談者に返すこと
ができるようにする。

C B

・子どもが安心できる
「居場所づくり」が重
要。
・学童・児童館との連携
を積極的に活用してほし
い。
・特別支援教育に力が
入っていると感じるとの
意見。
・家庭との連携を大切に
し、教室復帰を諦めない
姿勢を期待。

〇児童の将来の自立に向けた進路
指導・キャリア教育・相談活動に
積極的に取り組む。
①教員だけではなく、外部の人材
も生かしながら、児童の未来に
「ゆめ」をもたせる教育を進め
る。
②児童からの相談、悩みに迅速に
対応し、必要に応じて関係機関と
もつなぐ。
③異学年児童のかかわりあいを大
事にし、児童の自立的な活動を保
証する。

・外部からの人材を生かしつつ、
児童が地域に出て活動する場面を
多く設ける。引き続き地域を学習
の場とする。。
・本校の特別支援学級での教育の
進め方も参考とし、それぞれの児
童への指導に生かす。
・縦割り交流を定期的に行い、そ
の中で高学年児童の意欲、まとめ
る力を高める。

4 3

〇児童の安全確保のための取組を
確実に行う。
①校舎内外の安全の確認と確実な
対処。
②防災教育の充実により、危機に
際し自分で判断できる児童を育て
る。

・毎月の安全確認を必ず行い、問
題については早期対応する。
・毎月の避難訓練や、交通案教室
棟などは確実に行い、内容も充実
させる。

A

4 3

児童が治療のために長期に渡って通院
しなくてはいけないような事故は発生
していないが、体育の時間、休み時間
などに、打撲、裂傷などの事故は起き
ている。諸活動を計画する場合、最悪
の場面を想定して進めることが重要で
ある。なお、救急車を要請するような
事案は発生していない。

月に一回の施設内外の点検は継続し、
日常の巡回の中でも、各教員が、児童
の目線で校内での活動を見るようにす
る。特に、校庭や体育館での活動につ
いては、想定しうる危険な場面を全職
員で共有し、万一に備える。教室、廊
下も含めて、危険は必ずあるという前
提で児童の活動を計画するようにす
る。

B B

〇児童が基本的な生活習慣を身に
つけ、望ましい人間関係を作るた
めに、心の教育を推進する。
①自尊感情を高めるための活動を
意図的に設けていく。
②児童の困り感、問題に教員が早
く気付き、適切な対応をする。

・朝会などを使い、校長自ら児童
に対しての生活指導的な講話を定
期的に行う。
・児童の人間関係を豊かなものに
する努力を続ける。具体的には、
心の叫びに耳を傾ける教職員であ
るようにする。
・そのための研修も続ける。

3 4

児童のアンケートでは95％が学校が楽
しいと答えている。ただ実数で比べる
と7月の結果では否定的な児童が10人、
それが2月には16人と増えている。16人
という実数にすると学習面、生活面、
家庭生活面など、様々な問題を解決し
ていかねばいけない児童がいることを
深刻に受け止めなくてはいけない。相
談、支援体制を整えながら、家庭と連
携を取る必要がある。

校内に16人以上の悩みを抱え、問題を
解決できずに困っている児童がいると
いうことを意識し続ける。学級で平均
すれば各クラスに一人以上は必ず問題
を抱えている児童がいるのだという意
識をもつようにする。そういう中で、
再度自分がかかわる児童の表情、様々
な場面での言動に目を向けるように
し、問題の早期発見に力を入れる。

B B

・「誰一人取り残さない」
姿勢を評価。
・子どもが学校以外で話す
内容の共有が重要。
・早い気づきが大切。
・先生一人ひとりの努力や
会話が重要。
・学年・担任変更で改善す
る可能性にも言及。
・メール等を活用した早期
対応の提案。

・丁寧な安全対応に安心し
ているとの声。
・危機管理は日頃の備えが
重要。
・児童会の機能への関心。
・日常的な安全意識づくり
を重視。

・学習に抵抗感ある子にも
「楽しさ」を共有したい。
・問題が解ける経験が自己
肯定感に。
・褒めることで信頼関係が
深まる。
・親子での学びや大人の学
びにも着目を。
・探究活動で「卒論的発
表」をする構想の提案。

〇児童や保護者の心情、意見や要
望を確実に把握し、教育活動を進
める。
①定期的なアンケート調査で情報
を集める。
②各種の機器類、媒体を利用して
保護者の声を聞く。
③児童ともロイロノートなどを活
用し、その思いを受け止める。

・「明るく楽しく生活をした」項
目の結果を上げる。
・ホームページとアンケートの活
用で、それぞれの思いを受け止め
るようにしていく。

2 4

。児童のアンケート「毎日の学習は楽
しいですか？」の項目は91％の児童が
肯定的であるととらえたが、実数は全
校で28名の児童が「学習が楽しくな
い」と答えているのである。一学級の
人数といえる数の者がつらい思いをし
ていることに目を向ける必要がある。
その原因を究明し、補習教材などを工
夫し、全児童が学習が楽しいと思える
ようにする必要がある。

学習の楽しさ、授業の楽しさを工夫す
ることは先の項目でも示していること
であるが、児童に対して、楽しいとい
うことは知らなかったことを初めて知
る喜び、不思議だと思っていたなぞが
溶けた喜び、自分が学んでさらに知り
たいと思ったことを理解することがで
きた喜びであり、友達とくつろいだ
り、遊んだりするときの「楽しさ」と
は違うものであることをしっかりと伝
えていくようにする。

B B

・地域の力を活用してほし
いという要望。
・地域行事は防災面でも意
義がある。
・課題に対し反省会も必要
との意見。
・地域人材の発掘を提案。
・行事のアップデートを期
待。

93％の肯定的な評価をいただいている
が、その内容の充実については今後も
努力を続けなくてはいけない。特に、
教育、学力向上に関しての最新情報、
校内での様子などを話題とすることが
必要である。日常の様子を伝えている
ものの、学習の状況、学年ごとの詳し
い実態などが十分に伝わっていないと
ころがあった。

〇地域の子供を育てるために、幼
保小中の連携も大事にして進め
る。
①時代の変化に対応しつつ、地域
の児童を大きな支えの中で育て
る。

・中学、幼稚園とのこれまでのよ
うな連携の他に、保育園との連携
も行う。無理のないかたちで活動
を継続をしていく。 4 4

同じ地域内で生活する子供たちの姿を
連携協議会という公的な場、日々のの
園や児童館、中学校、近隣校間でのや
り取りの中で共有し、年齢、学区を超
えて課題となっていることには迅速に
対応することができている。

幼保小中連携事業は、引き続きこの地
域内で継続をする。そして、その中で
生み出される効果的な教育活動は、他
校でも行えるようにし、地域全体で同
じまなざして、児童の健全育成を進め
ていくことができるようにする。

〇地域や保護者の力を生かした教
育活動を進める。
①地域の中の人材を活用できるよ
うにし、そのための情報を集め
る。

〇経営方針に基づき、組織的な教
育活動・学校運営を行う。
①経営方針に基づいた自己申告書
を作成し、定期的に振り返り、問
題点を修正しつつ進む。
②分掌をより動きやすいものと
し、運営上問題が生じた場合は修
正する。

・墨田区の施策についての理解も
深め、より児童にとって意義のあ
る教育活動になるように努力す
る。
・分掌については、各自の関わり
方が均衡するように工夫する。学
年の問題も共有し、一部の教員だ
けが苦労するような形にはならな
いようにしていく。

3 3

家
庭
・
地
域
連
携

〇教育方針や日常の学校の様子
を、保護者や地域にわかりやすく
伝える。
①学校だよりの作成、ホームペー
ジの発信などに尽力し、意見を取
り入れつつより良いものにする。

・毎月初めの「たより」の発信
と、地域への配布。ホームページ
は毎日の更新を進め、内容を工夫
し、読み手が読みたくなるような
紙面づくりを行うようする。 4 4

B

・協議会で多くを学んでい
るとの声。
・学校・地域・家庭を把握
する体制が重要。
・基本的マナー（会う札）
徹底の指摘。
・HPで日常の様子を発信す
ることを提案。

・学童等と連携した見守り
体制の強化を希望。
・服務規律の教育も必要と
の意見。
・子どもの思いをつかむ姿
勢が大切。
・中間管理職の活用・権限
委譲の提案。
・会議以外の対話の時間確
保が大切。

・今後も継続を希望する声
が多数。
・コミュニケーションのス
ピード化が必要。
・近隣校との交流・縦割り
活動への関心。
・地域の強みを生かした連
携を期待。
・HPを楽しく見ているとい
う評価。
・先生個人の発信も歓迎。
・全教員紹介の継続提案。
・学年ごとの分担など特色
づくりの提案。

学
校
の
管
理
運
営

校務分掌を見直し、ひとり一役を担う
体制を作った。ただし、引継ぎの必要
性もあり複数体制は残したのだが、複
数人で仕事を進める場合、経験年数の
高いものに頼ってしまう傾向が出てし
まった。また、分掌の数が多いため、
一人で複数の担当をすることが生じ、
仕事量の多さにストレスを抱いてしま
う教員が多くいることも事実である。

日中、放課後も含めて、教員の相談が
管理職にしやすい環境をつくる。ま
た、チームスなどの媒体を使い、気軽
に相談をすることができるようにす
る。また、その相談に対してはできる
だけ早いタイミングで管理職が応答で
きるように心がける。解決に至るまで
は、様々な専門家にも協力をしてもら
う。（区内外を通して）

B B

〇児童の実態に合わせた目標の設
定、評価を確実に行う。
①学校運営協議会を組織し、そこ
での声も生かしつつ、学校運営を
進める。
②学校の様子を、家庭、地域にわ
かるように発信し、意見も集め
る。

・年三回の会議の開催を確実に行
う。また、運営会議の皆様からの
声は、日常においても聞くことが
できるようにする。

4 4

学校運営連絡協議会を定期的に開催
し、そこで校内外の様子についての情
報共有を図ることができた。また、保
護者に対しては学校だより、ホーム
ページ、COCOO発信などで情報を直にお
届けするようにした。

年間3回の協議会以外の場面でも、地域
の方々との対話の場面を増やし、多く
の学校をよくしていこうというアイデ
アをいただけるようにする。それは各
行事の際でもあり、ふれあい給食や、
交流活動など、外からのお客様をお招
きする場面でも行っていく。 A A

A

B

A A

3

86％の高評価を得ているが、各学年で
日々の授業にかかわっていただいてい
るゲストティーチャーとの交渉は、担
任の意欲と授業への思いの度合いにか
かっているところがある。さらにリス
トを整備したい。また、地域の公的施
設・機関とのかかわりについては努力
したい。

それまで効果のあった活動を
ただ継続するのではなく、さ
らに改善できる点を考えなが
ら計画を磨き直すようにす
る。

・人材リストをもとにして、各学
年での地域の力の活用を進める。
商店街、町会を中心とした地域の
方々との学習場面での交流も進め
る。
・地域にある老人介護施設との交
流も考える。

4

学校だより、ホームページには、学校
長の考え以外のことも掲載できるよう
に工夫していく。子供たちの努力して
いる姿を複数の教員がどのように見て
いるのかということが家庭に伝わるよ
うに努力をする。特にホームページに
は、各学年の活動の様子を日常的に掲
載できるように工夫をする。

〇令和７年度 学校経営計画における重点内容

昨年度の児童、家庭、地域からの評価は概ね高い数値になっている。毎日楽しく通っていることへの意識も高い。その一方で、不登校状態にある児童の校内に複数名

いる。その背景、理由は様々なものがあるが、地域とも連携を強化し、不登校についての対策を考えていかなくてはいけない。学校似通うことが理想であるが、児童

にとっての最適の居場所を、幼保小中、そして地域の方々との連携の中で議論していくことが大事だと考えている。今回、一年間の学校経営をふり返り、学校の目標

としている「明日が待ち遠しい学校」「笑顔で登校する」ことは現実のものにできていると自負しているが、今年度は授業の中身、指導方法、個別指導も含めて児童

それぞれが、学年で学ぶべき内容が確実に履修できるように努力をしていく。授業改善、教材教具の工夫、さらに復習プリントなどの有効活用について、一層の努力

〇令和７年度 学校経営報告のまとめ学校が目指している「笑顔で元気に登校する」という点は、おおむね目標は達成されているように見える。割合で表すと9割以上の児童

が明るく元気に登校できていることになる。しかし、実数に置き換えると全校で16人（保護者アンケートの結果：30人から28人）の児童が「楽しくない」と感じている現実

を直視しなくてはいけない。児童自身がより多く叫び声をあげているのである。学習については28人の児童が楽しくないと答えている。

これだけの児童が学習、友人関係、家庭生活、その他、何らかの理由で朝目覚めても元気に学校に迎えていない。その原因を個別に探り、全員が笑顔で登校できる学校を作

ることが必要である。


